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項目 内容 人 （％）
年代
20 歳代 5 （4.2）
30 歳代 7 （5.8）
40 歳代 5 （4.2）
50 歳代 26 （21.7）
























































④収束・まとめ 出された意見を「付箋紙」を用いて質的に統合する。代表的な 2グル プーをグラフィック
化（可視化）し成果を共有する。
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1）結果
　参加者は、計 26 名（男性 15 名、女性 11 名）であった。スタッフとして牧之原市保健師 3 名、研究者 3 名
が従事した。ワークショップは同じ地域ごと6 ～ 8 名の 4グループに構成し、約 80 分の時間話し合いをおこなっ
た。話し合いは、①大規模な地震が起きたときに何が起きるのか、何をすべきなのか。②地震発生から時間
軸に沿っておこなう行動をタイミングと自助・公助・共助の枠組みで考える。③アクシデント・カ ドー（静岡県第
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5 考察及び今後の方向性
　本調査の主な目的は、ワークショップを通し、地域のセルフケア（自助）能力やソーシャルキャピタル（共助）を高め、
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